
JP 4709443 B2 2011.6.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを入力するために操作するデータ入力手段と、
　内視鏡装置から内視鏡画像及びこの内視鏡画像に関連するデータを入力するためのイン
タフェース手段と、
　前記データ入力手段及びインタフェース手段で得られた情報を処理する処理手段と、
　前記内視鏡装置で行う内視鏡検査のスケジュールを管理する管理手段と、
　前記処理手段の処理情報及び前記管理手段の管理情報を表示する表示手段と、を有し、
　前記管理手段は、前記データ入力手段を介して予め設定される１つ以上の内視鏡検査室
について利用可能な時間帯の情報と、１つ以上の内視鏡検査種別について検査に必要な時
間の情報、及び、前記内視鏡検査の受付時に前記データ入力手段を介して入力される内視
鏡検査を行う日時の情報と、内視鏡検査種別の情報と、利用する内視鏡検査室の情報と、
前記内視鏡検査を行う検査者の情報により前記内視鏡検査のスケジュールを作成すること
を特徴とする内視鏡画像ファイリングシステム。
【請求項２】
　前記管理手段は、前記内視鏡検査で使用される消耗品の在庫を管理し、前記内視鏡検査
により消耗された数量だけ、前記消耗品の在庫を減算することを特徴とする請求項１記載
の内視鏡画像ファイリングシステム。
【請求項３】
　前記管理手段は、更にそれぞれの内視鏡検査室に対して１つの内視鏡検査種別を割り当
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てるように前記内視鏡検査室のスケジュールを作成することを特徴とする請求項２記載の
内視鏡画像ファイリングシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡装置で得た内視鏡画像を記録すると共に、内視鏡検査のスケジュールを
作成したり、管理する内視鏡画像ファイリングシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
細長の挿入部を体腔内等の被検部位に挿入して観察する内視鏡に撮像手段を備え、この撮
像手段で撮像した被検部位の画像つまり内視鏡画像をモニタに表示する内視鏡装置が従来
より利用されている。
また近年、内視鏡画像を記録する画像ファイリング装置を内視鏡装置に接続した内視鏡画
像ファイリングシステムが広く利用されている。
【０００３】
内視鏡画像ファイリングシステムは、内視鏡装置に備えられた内視鏡スイッチ、例えばレ
リーズスイッチを押すと、モニタに表示されている内視鏡画像の静止画像が画像ファイリ
ング装置に記録されるようになっている。
また内視鏡画像ファイリングシステムは、内視鏡画像を記録するばかりでなく、記録した
内視鏡画像に関する医師の所見、患者の年齢や性別といった患者情報、内視鏡検査を行っ
た日時など、内視鏡検査に関わる様々な情報を記録できるようになっている。
【０００４】
さらに、病院の規模が大きくなると、内視鏡検査室は検査種別ごとに複数用意され、複数
の検査者が分担して１日に多数の内視鏡検査を行うことになる。内視鏡画像ファイリング
システムはこれら複数の検査室で行われる内視鏡検査の情報を効率よく管理する必要がで
てきた。さらに、検査を受ける患者の数も多くなり、内視鏡画像ファイリングシステムは
これらの患者の情報を適切に管理する必要もある。また扱うものは内視鏡画像に限らず、
検査に使われる消耗品などの管理も必要になってきた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
従来の技術では内視鏡検査室などの資源の情報と内視鏡検査に関る情報は別に管理されて
おり、使用者は他の内視鏡検査のスケジュールや内視鏡検査室の利用状況をそれぞれ確認
して新規の内視鏡検査のスケジュールをたてる必要があった。このような技術の先行例と
して特願平１０－２０３８６７号（特開２０００－０３３０７２）の技術が挙げられる。
【０００６】
（発明の目的）
本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡検査に必要な条件等を基に自動的
に内視鏡検査のスケジューリングを行い、使用者の手間を軽減して内視鏡検査室などの資
源を有効に利用できる内視鏡画像ファイリングシステムを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　データを入力するために操作するデータ入力手段と、内視鏡装置から内視鏡画像及びこ
の内視鏡画像に関連するデータを入力するためのインタフェース手段と、前記データ入力
手段及びインタフェース手段で得られた情報を処理する処理手段と、前記内視鏡装置で行
う内視鏡検査のスケジュールを管理する管理手段と、前記処理手段の処理情報及び前記管
理手段の管理情報を表示する表示手段と、を有し、前記管理手段は、前記データ入力手段
を介して予め設定される１つ以上の内視鏡検査室について利用可能な時間帯の情報と、１
つ以上の内視鏡検査種別について検査に必要な時間の情報、及び、前記内視鏡検査の受付
時に前記データ入力手段を介して入力される内視鏡検査を行う日時の情報と、内視鏡検査
種別の情報と、利用する内視鏡検査室の情報と、前記内視鏡検査を行う検査者の情報によ
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り前記内視鏡検査のスケジュールを作成することにより、使用者の手間を軽減して内視鏡
検査室などの資源を有効に利用できるようにしている。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）
図１ないし図２０は本発明の第１の実施の形態に係り、図１は内視鏡画像ファイリングシ
ステムの全体構成を説明する説明図、図２は内視鏡装置の構成を説明する説明図、図３は
画像ファイリング装置のハードウェア構成を説明するブロック図、図４は画像ファイリン
グ装置の画面構成の概要を説明する説明図、図５は画像ファイリング装置の操作の流れの
全体を説明するフローチャート、図６はログイン画面の画面表示の例を示す図、図７はス
ケジュール一覧画面の画面表示の例を示す図、図８は検査室稼動状況表示画面の画面表示
の例を示す図、図９はカレンダ画面の画面表示の例を示す図、図１０は資源スケジュール
編集画面の画面表示の例を示す図、図１１は資源スケジュール編集画面の画面表示の例を
示す図、図１２は備品管理画面の画面表示の例を示す図、図１３は患者一覧画面の画面表
示の例を示す図、図１４は患者情報編集画面の画面表示の例を示す図、図１５は検査情報
編集画面の画面表示の例を示す図、図１６は備品消費管理画面の画面表示の例を示す図、
図１７は検査実行画面の画面表示の例を示す図、図１８は画像選択画面の画面表示の例を
示す図、図１９はレポート作成画面の画面表示の例を示す図、図２０はレポート作成画面
の画面表示の例を示す図である。
【０００９】
図１に示すように、本実施の形態の内視鏡画像ファイリングシステム３は、内視鏡検査を
行う内視鏡装置１と、この内視鏡装置１に接続され、内視鏡装置１で撮像した画像のファ
イリング等を行う画像ファイリング装置２から主に構成される。
【００１０】
内視鏡装置１は、被検部位１１に挿入して内視鏡検査に使用される内視鏡１２と、この内
視鏡１２に照明光を供給する光源装置１３と、内視鏡１２と接続され、撮像素子に対する
画像信号の生成処理を行う画像生成装置１４と、画像生成装置１４と接続され、撮像した
画像を表示するモニタ１５と、画像生成装置１４に接続され、指示コマンドの入力やデー
タの入力等に使用されるキーボード１６とから構成されている。
【００１１】
また、画像ファイリング装置２は、画像生成装置１４に接続され、画像ファイリングの制
御等を行うパーソナルコンピュータ２１と、このパーソナルコンピュータ２１に接続され
、各種の画面を表示するモニタ２２と、データの入力等を行うキーボード２３と、モニタ
２２に表示された画面において特定の部位の指定等を行うマウス２４と、カードにより患
者データ等の入力を行うカードリーダ２５と、バーコードにより患者データ等の入力を行
うバーコードリーダ２６等から構成されている。
【００１２】
図２を使用して、内視鏡装置１の内部構成を説明する。
内視鏡装置１には、被検部位１１を照明する照明光を内視鏡１２の手元側から挿入部の先
端部分まで伝送するライトガイド１２ａが配設されており、ライトガイド１２ａの手元側
は光源装置１３に着脱自在で接続される。
【００１３】
光源装置１３内には、照明光を発生するランプ等の発光手段１３ａが配設されている。発
光手段１３ａで発光された照明光は、集光光学系１３ｂにより集光され、内視鏡１２のラ
イトガイド１２ａに入射するようになっている。
【００１４】
集光光学系１３ｂの光路の途中には、モータ１３ｃで回転される赤色・緑色・青色（図中
ではＲ・Ｇ・Ｂと記している）の３つの光学フィルタ１３ｄが取り付けられた回転板が配
置されており、被検部位を照明する照明光の色を時分割で切り替えるようになっている。
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この照明光は内視鏡１２のライトガイド１２ａにより伝送され、挿入部の先端部の照明窓
に取り付けられたライトガイド先端面から出射され、挿入部が挿入された体腔内の被検部
位１１を照明する。
【００１５】
内視鏡１２の挿入部の先端部分には、照明窓に隣接して観察窓（撮像窓）が設けてあり、
この観察窓に取り付けた対物レンズの結像位置には、被検部位１１を撮像するための例え
ば電荷結合素子等の固体撮像素子で構成された撮像手段１２ｂが配設されている。
【００１６】
撮像手段１２ｂで撮像された被検部位１１の画像信号は、画像生成装置１４内の画像プロ
セス部１４ａに入力され、例えば色強調処理等の画像処理が施されて、画像メモリ１４ｂ
に次々一時記憶される。
画像メモリ１４ｂに記憶された画像データはＤ／Ａ変換部１４ｃに入力しＤ／Ａ変換され
る。このＤ／Ａ変換部１４ｃはＲＧＢ方式の画像信号を出力する。
画像プロセス部１４ａ、画像メモリ１４ｂ等は、画像生成装置１４内の各部を制御する制
御手段であるコントローラ１４ｄにより制御されて動作している。
Ｄ／Ａ変換部１４ｃから出力された画像信号は、後述するキャラクタジェネレータ１４ｅ
から出力された画像信号と合成回路１４ｆで合成される。
【００１７】
この合成回路１４ｆから出力されたＲＧＢ方式の画像信号はモニタ１５に入力され、モニ
タ１５に被検部位の画像が表示されるようになっている。この時、モニタ１５に供給する
同期信号（図中ではＳＹＮＣと記している）は、コントローラ１４ｄにより制御される同
期信号発生部１４ｇが発生している。
【００１８】
コントローラ１４ｄからは、文字情報がキャラクタジェネレータ１４ｅに入力され、キャ
ラクタジェネレータ１４ｅは、入力された文字情報を画像信号に変換して出力するように
なっている。つまり、モニタ１５の画面には、被検部位の画像に文字情報を合成して表示
できるようになっており、内視鏡装置１の使用者に患者情報やその他の各種メッセージを
伝えることができるようになっている。
【００１９】
合成回路１４ｆから出力された画像信号は、モニタ１５に出力されるばかりでなく、画像
ファイリング装置２のモニタ２２にも表示できるように、スイッチ回路を介して画像ファ
イリング装置２に出力できるようになっている。このスイッチ回路は例えばコントローラ
１４ｄでＯＮ／ＯＦＦが制御される。
【００２０】
一方、内視鏡１２には、画像を記録する指示を入力するためのレリーズスイッチ、内視鏡
検査の開始時点及び終了時点に押す開始・終了スイッチを含む内視鏡スイッチ１２ｃが配
設されており、コントローラ１４ｄは内視鏡スイッチ１２ｃの状態を検出し、その操作に
対応した制御動作を行うことができるようになっている。
【００２１】
また、コントローラ１４ｄは、例えば公知のＲＳ－２３２Ｃ方式の通信インタフェース部
１４ｈを介して、画像ファイリング装置２と情報の送受をできるようになっている。
【００２２】
これにより、内視鏡装置１は、画像ファイリング装置２にスイッチ１２ｃの状態といった
内視鏡装置１の各種状態等を伝えることができるようになっている。また、画像ファイリ
ング装置２から各種メッセージを受け取ったり、受け取ったメッセージをキャラクタジェ
ネレータ１４ａ等を介してモニタ１５上に表示することができるようになっている。
なお、画像生成装置１４に設けたデータ入力部１４ｉは、キーボード１６から入力された
データや指示をコントローラ１４ｄに入力するためのものである。
【００２３】
図３を参照して、画像ファイリング装置２の主要部であるパーソナルコンピュータ２１の
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内部構成を説明する。
パーソナルコンピュータ２１は、パーソナルコンピュータ２１の各部を制御する主制御手
段であるＣＰＵ２１ａ、ＣＰＵ２１ａを動作させるプログラムやモニタ２２への表示メッ
セージ等が格納されたＲＯＭ２１ｂ、ＣＰＵ２１ａの作業領域や各種データの一時記憶領
域として使用するＲＡＭ２１ｃ、モニタ２２へ出力する画像データを一時記憶するＶＲＡ
Ｍ２１ｄ、画像データや各種データを保存するハードディスク２１ｅ、ハードディスク２
１ｅと公知のＳＣＳＩ方式でデータを送受するためのＳＣＳＩインタフェース部２１ｆ、
マウス２４からの入力を可能とするマウスインタフェース部２１ｇ、キーボード２３から
の入力を可能とするキーボードインタフェース部２１ｈ、内視鏡装置１と各種データを送
受するための例えば公知のＲＳ－２３２Ｃ方式の通信インタフェース部２１ｉ、内視鏡装
置１から出力された画像信号を入力するインタフェース回路であるビデオ回路２１ｊ、ビ
デオ回路２１ｊで入力した画像信号をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換部２１ｋ、Ａ／Ｄ変換部
２１ｋから出力された画像データを一時記憶する画像メモリ２１ｌ等から構成されている
。
【００２４】
これらにより、パーソナルコンピュータ２１を主要部とする画像ファイリング装置２は、
内視鏡装置１で得た画像データをモニタ２２に表示したり、ハードディスク２１ｅに記憶
すること等ができるようになっている。
【００２５】
また、内視鏡スイッチ１２ｃの状態を得て、内視鏡スイッチ１２ｃの状態に応じてＣＰＵ
２１ａで処理を振り分けること等ができるようになっている。例えば、画像を記録したり
、検査開始・終了時刻を記録すること等ができるようになっている。
また、画像ファイリング装置２からのメッセージを内視鏡装置１に伝えることができるよ
うになっている。
【００２６】
また、画像ファイリング装置２は、モニタ２２に表示される各種画面に従って、操作者が
キーボード２３やマウス２４からデータや指示を入力し、入力されたデータや指示に従っ
てＣＰＵ２１ａが各部を制御し、処理を実行するようになっている。つまり、画像ファイ
リング装置２は、モニタ２２に表示される画面の流れに従って各種処理を実行することが
できるようになっている。
【００２７】
図４を使用して、画像ファイリング装置２の画面構成の概要を説明する。
先ず、画像ファイリング装置２を起動すると、操作者を認証するためのログイン画面３１
が表示される。
ログイン画面３１で操作者が認証されると、検査スケジュールの一覧等を表示するスケジ
ュール一覧画面４１が表示される。
【００２８】
スケジュール一覧画面４１からは、患者情報の一覧を表示する患者一覧画面５１を呼び出
すことができるようになっている。この患者一覧画面５１からは、患者情報を新規に登録
したり、既に登録されている患者情報を編集するための患者情報編集画面５２を呼び出す
ことができるようになっている。
【００２９】
また、スケジュール一覧画面４１からは、検査情報を新規に登録して検査予約したり、既
に登録されている検査情報を編集するための検査情報編集画面６１を呼び出すことができ
るようになっている。
【００３０】
また、スケジュール一覧画面４１からは、内視鏡装置１と接続して検査を実行し、内視鏡
装置１から画像を取り込んだりするための検査実行画面７１を呼び出すことができるよう
になっている。
【００３１】
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また、スケジュール一覧画面４１からは、取り込んだ画像の内、作成する検査レポートで
画像を選択したりするための画像選択画面８１を呼び出すことができるようになっている
。
【００３２】
また、スケジュール一覧画面４１からは、検査レポートを作成するための画面の１つであ
るレポート作成画面９１を呼び出すことできるようになっている。また、レポート作成画
面９１からは、異なる機能を有するレポート作成画面９２、９３へ遷移することができる
ようになっている。
【００３３】
また、スケジュール一覧画面４１からは、消耗品等の備品の在庫を管理するための備品管
理画面１０１、及び検査で使用する備品を管理するための備品消費管理画面１０２を呼び
出すことができるようになっている。
【００３４】
図５を参照して、画像ファイリング装置２の操作の全体の流れの一例を説明する。なお、
図中の符号Ｓ１ないしＳ７は処理ステップに付した符号である。
先ず、内視鏡画像ファイリング装置２を起動すると、ログイン画面３１が表示され、ここ
で操作者の認証を行い、ステップＳ１に示すようにログインすると、スケジュール一覧画
面４１が表示され、ここでステップＳ２に示すように検査スケジュールを確認する。
【００３５】
次に、検査対象の患者が新規の患者である場合、患者一覧画面５１及び患者情報編集画面
５２を呼び出して、ステップＳ３に示すように患者情報を登録する。
次に、検査情報編集画面６１を呼び出し、ステップＳ４に示すように新規の検査予約を入
力する。
【００３６】
次に、検査実行画面７１を呼び出し、ステップＳ５に示すように画像ファイリング装置２
に接続された内視鏡装置１で検査を実行し、内視鏡装置１で得た画像を画像ファイリング
装置２に記憶する。
【００３７】
次に、画像選択画面８１を呼び出し、ステップＳ６に示すように、検査実行で得た画像の
内作成する検査レポートで参照する画像を選択する。
次に、レポート作成画面９１、９２、９３を呼び出し、検査レポートを作成する。
以上が、操作の全体の流れの一例である。
【００３８】
以下に、各画面の詳細な構成や動作を説明する。
図６は、ログイン画面３１の画面表示の例である。
画像ファイリング装置２を起動すると、ログイン画面３１が開く。
【００３９】
なお、本明細書において、表示されていなかった画面が現れることを画面が開くと表現す
る場合がある。また、表示されていた画面の表示が終了することを画面が閉じると表現す
る場合がある。
【００４０】
ログイン画面３１には、内視鏡画像ファイリングシステム３の製品名やバージョン情報等
を含むタイトル３１ａを表示するようにしてもよい。
なお、本明細書で参照する図面の内、画面表示を示す図面中のメッセージ等の表示は英語
及び一部独語を使用しているが、これらは日本語であってもよいし、また他の言語や図形
であってもよい。
【００４１】
ログイン画面３１が表示されたら、操作者のＩＤであるユーザＩＤを入力欄３１ｃに入力
し、操作者のパスワードを入力欄３１ｄに入力し、了解ボタン３１ｅをクリックする。
【００４２】
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なお、本明細書において、ボタンとは、画面上の特定の領域であり、この領域内に適宜こ
のボタンの機能を現す図柄や文字が記されたものであり、この領域に適宜陰影を表示して
立体感を表現し、画面上で押しボタンスイッチの形状を表現したものである。
【００４３】
また、ボタンをクリックする操作とは、画面上のボタンの領域内にマウス２４のカーソル
を移動させ、マウス２４をクリックする操作のことである。画面上のボタンをクリックす
ると、各ボタンに対応付けられた機能が実行されるようになっている。
【００４４】
ここで、入力されたユーザＩＤ及びパスワードが正当なものであると認証された場合には
、次の画面であるスケジュール一覧画面４１に遷移する。
また、入力されたユーザＩＤ及びパスワードが正当なものでない場合には、ログイン画面
３１で再びユーザＩＤ及びパスワードが入力要求される。
【００４５】
また、ユーザＩＤには画像ファイリング装置２に対する利用権限の種類例えばシステム管
理者の権限、医師の権限等が対応付けられており、これらの利用権限の種類に応じて、画
像ファイリング装置２で使用できる機能が制限される。
例えば、システム管理者の権限を有しない操作者のユーザＩＤが入力された場合には、こ
の操作者は画像ファイリング装置２を保守するための説明しない機能例えば新規にユーザ
ＩＤを登録する機能等を使用することができないようになっている。
【００４６】
また、終了ボタン３１ｆをクリックした場合には、画像ファイリング装置２の動作が終了
する。
図７は、スケジュール一覧画面４１の画面表示の例である。
【００４７】
スケジュール一覧画面４１には、検査資源のスケジュールの一覧を表示する資源スケジュ
ール一覧表示エリア４１ａが配置されている。
なお、本明細書において、検査資源とは、検査に関わる医師や看護婦や技師等の担当者、
検査に使用する検査室、検査に使用する機材のことを指して呼ぶ。また、１件の資源スケ
ジュールに含まれる情報を資源スケジュールレコードと呼ぶ。
【００４８】
資源スケジュール一覧表示エリア４１ａには、１つの資源スケジュールレコードが１行に
表示されるようになっている。
資源スケジュール一覧表示エリア４１ａ内の１行に表示される資源スケジュールレコード
には、資源の利用開始日時、利用終了日時、資源の名称である資源名などが含まれている
。
【００４９】
また、スケジュール一覧画面４１には、検査情報の一覧を表示する検査情報一覧表示エリ
ア４１ｂが配置されている。
なお、本明細書において、１件の検査情報を検査情報レコードと呼ぶ。
【００５０】
検査情報一覧表示エリア４１ｂの１行目には、検査情報レコードを構成する各データ項目
の見出しが表示されている。検査情報レコードは、検査情報一覧表示エリア４１ｂの３行
目から表示され、１つの検査情報レコードは、検査情報一覧表示エリア４１ｂの１行に表
示されるようになっている。
【００５１】
検査情報一覧表示エリア４１ｂに表示される検査情報レコードを構成するデータ項目には
、検査日４１ｂａ、検査の開始時刻４１ｂｂ、終了時刻４１ｂｃ、患者の姓４１ｂｄ、患
者の名４１ｂｅ、検査担当者名４１ｂｆ、使用する検査室名４１ｂｇ等が含まれている。
【００５２】
また、検査情報表示エリア４１ｂには、各検査に関わる作業の進行状況等の状態を表示す
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る検査状態表示欄４１ｃが配置されている。
【００５３】
検査状態表示欄４１ｃを構成する検査状態表示欄４１ｃａには、検査情報の入力必須項目
及び該検査の対象の患者情報の入力必須項目が全て入力済みであるか否かの区別が表示さ
れる。例えば、これらが全て入力済みの場合には「×」印が表示され、その他の場合には
空白となるようになっている。
【００５４】
また、検査状態表示欄４１ｃｂには、患者から検査承諾書を受け取った日付が入力されて
いるか否かの区別が表示される。例えば、入力されている場合には「×」印が表示し、入
力されていない場合には空白となるようになっている。
【００５５】
また、検査状態表示欄４１ｃｃには、既に検査を実行しているか否かの区別が表示される
。例えば、既に実行されている場合には「×」印が表示され、行われていない場合には空
白となるようになっている。ここで、検査状態表示欄４１ｃｃに「×」印が記されている
検査は、検査により患者の被検部位１１の画像を既に得ていることを意味している。
【００５６】
検査状態表示欄４１ｃｄには、検査レポートが作成済みであるか否かの区別が表示される
。例えば、作成済みの場合には「×」印が表示され、未だ作成されていない場合には空白
となるようになっている。
【００５７】
検査状態表示欄４１ｃｅには、会計コードが入力済みであるか否かの区別が表示される。
例えば、入力済みの場合には「×」印が表示され、未入力の場合には空白となるようにな
っている。
【００５８】
検査状態表示欄４１ｃｆには、内視鏡検査で生体組織を採取するといった生検を行った場
合の生検の検査結果の状態が表示される。例えば、生検を行い既に生検の検査結果が得ら
れている場合には「×」印が表示され、生検を行い未だ生検の検査結果が得られていない
場合には「！」印が表示され、生検を行っていない場合には空白となるようになっている
。
【００５９】
検査状態表示欄４１ｃｇ及び４１ｃｈには、その検査を受けた時点での患者の保険の状態
が表示される。検査状態表示欄４１ｃｇには、保険の種類が民間であれば「Ｖ」が表示さ
れ、公立であれば「Ｌ」が表示される。また、検査状態表示欄４１ｃｈには、保険の形態
が会員であれば「Ｍ」、家族会員であれば「Ｆ」が表示される。この保険の形態は、後述
する検査データの入力の作用において決定される。
【００６０】
検査情報一覧表示エリア４１ｂには、全ての検査情報レコードを表示できるばかりでなく
、関心のある検査情報レコードを絞り込んで表示することができる。
検査情報一覧表示エリア４１ｂの１行目つまり各データ項目の項目名等が表示されている
行の各データ項目の位置には、それぞれのデータ項目に絞り込み条件を設定する画面を呼
び出すためのボタンであるフィルタ・ボタン４１ｄが配置されている。
【００６１】
各フィルタ・ボタン４１ｄは、対応するデータ項目に絞り込み条件が設定されていない場
合には、凸状態のボタンとなっている。
なお、凸状態のボタンとは、画面上でボタンが浮き上がって見えるように陰影を表示した
状態のボタンのことであり、また、凹状態のボタンとは、画面上でボタンが凹んで見える
ように陰影を表示した状態のボタンのことである。
【００６２】
凸状態のフィルタ・ボタン４１ｄをクリックすると、対応するデータ項目に絞り込み条件
を設定するための画面である後述する絞り込み条件設定画面が開き、絞り込み条件を入力
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することができるようになっている。ここで、絞り込み条件を入力することにより、この
絞り込み条件を満たす検査情報レコードのみが検査情報一覧表示エリア４１ｂに表示され
るようになっている。
【００６３】
また、絞り込み条件の設定されているデータ項目に対応したフィルタ・ボタン４１ｄは凹
状態のボタンとなる。
凹状態のフィルタ・ボタン４１ｄが複数ある場合には、各フィルタ・ボタン４１ｄで設定
した絞り込み条件の論理積の条件により、検査情報レコードが絞り込まれて表示される。
【００６４】
凹状態のフィルタ・ボタン４１ｄをクリックすると、対応するデータ項目に設定された絞
り込み条件が解除され、フィルタ・ボタン４１ｄは凸状態のボタンとなる。
【００６５】
例えば、検査日４１ｂａに対応した位置のフィルタ・ボタン４１ｄａをクリックすると、
検査日４１ｂａに絞り込み条件を設定するための絞り込み条件設定画面が呼び出されるこ
とになる。
また、患者の姓４１ｂｄの位置に対応したフィルタ・ボタン４１ｄｄをクリックした場合
には、絞り込む患者の姓の条件を設定する絞り込み条件設定画面が呼び出されることにな
る。
【００６６】
また、図７に示す検査情報表示エリア４１は、指定したデータ項目をキーとして検査情報
レコードの順番を並び替えることができるようになっている。検査情報表示エリア４１の
２行目の各データ項目に対応した位置には、位置に対応したデータ項目をキーとして検査
情報レコードを昇順や降順に並び替えるためのソート・ボタン４１ｅが配置されている。
【００６７】
ソート・ボタン４１ｅをクリックすると、ソート・ボタン４１ｅの位置に対応するデータ
項目をキーとして例えば昇順に検査情報レコードが並び替えられ、ソート・ボタン４１ｅ
上に、昇順で並び替えられていることを示す印、例えば上矢印４１ｆ（▲）が表示される
。ここで、再度同一のソート・ボタン４１ｅをクリックすると、降順に検査情報レコード
が並び替えられ、上矢印４１ｆ（▲）であった表示が下矢印（▼）の表示に変更される。
以降、同一のソート・ボタン４１ｅをクリックする毎に、昇順と降順とが切り替えられる
。
【００６８】
また、図７に示す検査情報一覧表示エリア４１ｂで、例えば検査済みか否かを示す検査状
態表示欄４１ｃｃに対応したフィルタ・ボタン４１ｅｃをクリックすると、検査済みか否
かの区別を絞り込み条件として設定するための絞り込み条件設定画面が呼び出されること
になる。
【００６９】
また、図７に示す検査情報一覧表示エリア４１ｂで、例えば生検の検査結果の状態の区別
を示す検査状態表示欄４１ｃｆに対応したフィルタ・ボタン４１ｅｆをクリックすると、
生検の検査結果の状態を絞り込み条件として設定するための絞り込み条件設定画面が呼び
出されることになる。
【００７０】
図７に示すスケジュール一覧画面４１内の上方には、クリックすると患者情報一覧画面５
１を呼び出すボタン４１ｇａ、クリックすると検査情報編集画面６１を呼び出すボタン４
１ｇｂ、クリックすると検査実行画面７１を呼び出すボタン４１ｇｃ、クリックすると画
像選択画面８１を呼び出すボタン４１ｇｄ、クリックするとレポート作成画面９１を呼び
出すボタン４１ｇｅ、備品管理画面１０１及び備品消費管理画面１０２を選択して呼び出
すボタン４１ｇｆが配置されている。
【００７１】
また、スケジュール一覧画面４１内の上方の右寄りの箇所には、クリックすると画像ファ
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イリング装置２の動作が終了する終了ボタン４１ｈが配置されている。
【００７２】
また、スケジュール一覧画面４１内の下方には、新規に検査を予約する際にクリックする
と検査情報編集画面６１が呼び出される新規ボタン４１ｉａ、既に登録されている検査情
報レコードを編集する際に検査情報一覧表示エリア４１ｂで検査情報レコードを選択して
からクリックすると検査情報編集画面６１が呼び出される編集ボタン４１ｉｂ、検査情報
一覧表示エリア４１ｂで検査情報レコードを選択してからクリックすると選択した検査情
報レコードを削除する削除ボタン４１ｉｃ、クリックすると検査情報の一覧が印刷される
印刷ボタン４１ｊ、検査室の稼働状況を表示する際にクリックするボタン４１ｋ、資源ス
ケジュールレコードを新規登録したり編集する際にクリックするボタン４１ｍが配置され
ている。
【００７３】
ボタン４１ｋをクリックすると、図８に示す検査室稼働状況表示画面４７が呼び出される
。
検査室稼働状況表示画面４７内には、各検査室の稼働率、つまりその検査室の利用可能時
間中の予約が入った時間の割合が、パーセンテージ表示４７ａ及び棒グラフ等のグラフ表
示４７ｂで表示される。
【００７４】
グラフ表示４７ｂは、稼働率の階級により色分けされて表示される。例えば、検査室の稼
働率が１００％以上の場合には赤色、８０％以上１００％未満の場合には黄色、８０％未
満の場合には青色といったように色分けされる。稼働率の階級と色分けとの関係は、図示
しない手段により予め任意に設定しておくことができ、また、検査室別に稼働率のレベル
と色分けとの関係を別々に設定しておくことができるようになっている。
【００７５】
カレンダ呼び出しボタン４７ｃをクリックすると、カレンダ画面４３（図９参照）が呼び
出され、このカレンダ画面４３で日付を選択すると、選択した日付における各検査室の稼
働状況が表示されるようになっている。
図７に示すスケジュール一覧画面４１のボタン４１ｍをクリックすると、図１０に示すよ
うな資源スケジュール編集画面４８が呼び出される。
【００７６】
資源スケジュール一覧表示エリア４８ａには、資源スケジュールの一覧が表示される。資
源スケジュール一覧表示エリア４８ａに表示される資源スケジュールレコードのデータ項
目は、図７に示すスケジュール一覧画面４１の資源スケジュール一覧表示エリア４１ａに
表示される内容と略同じである。但し、資源スケジュール一覧表示エリア４８ａでは、各
資源スケジュールレコードの右寄りの箇所に表示区別欄４８ａａが配置されており、各資
源スケジュールレコードをスケジュール一覧画面４１の資源スケジュール一覧表示エリア
４１ａに表示するか否かの区別が表示されるようになっている。
【００７７】
例えば、表示する場合には「×」印が記され、表示しない場合には空白となるようになっ
ている。つまり、資源スケジュール一覧表示エリア４８ａには全ての資源スケジュールレ
コードが表示されており、表示区別欄４８ａａに「×」印が記されている資源スケジュー
ルレコードのみがスケジュール一覧画面４１の資源スケジュール一覧表示エリア４１ａに
表示されるようになっている。
【００７８】
資源スケジュール編集画面４８内の下方には、新規の資源スケジュールレコードを登録す
る際にクリックする新規ボタン４８ｂａ、既に登録されている資源スケジュールレコード
を編集する際にクリックする編集ボタン４８ｂｂ、資源スケジュール一覧表示エリア４８
ａで資源スケジュールレコードを選択してからクリックすると選択した資源スケジュール
レコードを消去する消去ボタン４８ｂｃ、クリックすると資源スケジュール編集画面４８
を終了しスケジュール一覧画面４１に戻る終了ボタン４８ｃが配置されている。
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【００７９】
ここで、新規ボタン４８ｂａをクリックした場合、或いは資源スケジュール一覧表示エリ
ア４８ａで資源スケジュールレコードを選択してから編集ボタン４８ｂｂをクリックした
場合、資源スケジュールレコードを入力したり編集するための資源スケジュール編集エリ
ア４８ｄへの入力が可能な図１１に示す状態となる。この時、既に登録されている資源ス
ケジュールレコードを編集する場合には、既に登録されている資源スケジュールレコード
の内容が資源スケジュールレコード編集エリア４８ｄ内の各欄に表示されるようになって
いる。
【００８０】
なお、資源スケジュール一覧表示エリア４８ａと資源スケジュール編集エリア４８ｄとは
排他的に動作し、図１０に示す資源スケジュール一覧表示エリア４８ａが有効な状態では
、資源スケジュール編集エリア４８ｄ内に配置されているボタン類は操作できないことを
示すために薄色で表示（図中では破線枠で表示）され、また逆に図１１に示す資源スケジ
ュール編集エリア４８ｄが有効な状態では、資源スケジュール一覧表示エリア４８ａ内に
配置されているボタン類は薄色で表示（図中では破線枠で表示）されるようになっている
。
【００８１】
資源スケジュール編集エリア４８ｄ内には、検査資源の名称を入力する入力欄４８ｅ、こ
の検査資源の使用期間の予定を入力する入力欄４８ｆ、スケジュール一覧画面４１の資源
スケジュール一覧表示エリア４１ａへ表示するか否かの表示区分を設定するする設定欄４
８ｇ等が配置されている。
【００８２】
検査資源の種類には、担当者、検査機材、検査室があり、入力欄４８ｅは、担当者の名称
の入力欄４８ｅａ、検査機材の名称の入力欄４８ｅｂ、検査室の名称の入力欄４８ｅｃか
らなっている。入力欄４８ｅに入力する際には、これらの入力欄４８ｅａ、４８ｅｂ、４
８ｅｃの内１つに検査資源の名称を入力する。これにより、画像ファイリング装置２は、
登録されている資源スケジュールレコードの内から例えば検査室の使用予定の資源スケジ
ュールレコードのみを抽出するといったこと等ができるようになっている。
【００８３】
ところで、入力欄４８ｅに入力する検査資源の名称は、入力必須項目である。画像ファイ
リング装置２では、入力必須項目の入力欄のガイダンス表示は画面上で強調表示されるよ
うになっている。例えば、入力必須項目でない入力欄のガイダンス表示は白色や黒色で表
示し、入力必須項目の入力欄のガイダンス表示は黄色で表示することで、入力必須項目で
あることを強調するようになっている。
【００８４】
例えば、新規ボタン４８ｂａをクリックした直後の状態では、入力欄４８ｅを構成する入
力欄４８ｅａ、４８ｅｂ、４８ｅｃのガイダンス表示（図中では"Person"、"Scope"、"Ro
om"の表示）は黄色で表示されている。
【００８５】
ここで、例えば入力欄４８ｅａに検査資源の名称を入力すると、入力欄４８ｅａは入力済
みになるため入力必須項目でなくなり、入力欄４８ｅａの案内表示は白色或いは黒色にな
る。また、入力欄４８ｅｂ、４８ｅｃも入力しなくてもよい状態となるため、入力欄４８
ｅｂ、４８ｅｃの案内表示も白色或いは黒色になる。
【００８６】
入力欄４８ｅａ、４８ｅｂ、４８ｅｃのそれぞれの右寄りの箇所には、それぞれの入力欄
４８ｅａ、４８ｅｂ、４８ｅｃに対応した選択リストを呼び出す選択リスト画面呼び出し
ボタン４８ｅｄ、４８ｅｅ、４８ｅｆが配置されており、選択リスト内で検査資源の名称
を選択することができるようになっている。
【００８７】
使用期間の入力欄４８ｆは、使用開始日の入力欄４８ｆａ、使用開始時刻の入力欄４８ｆ
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ｂ、使用終了日の入力欄４８ｆｃ、使用終了時刻の入力欄４８ｆｄ等から構成されている
。入力欄４８ｆａ、４８ｆｃの右寄りの箇所には、それぞれカレンダ呼び出しボタン４８
ｆｅ、４８ｆｆが配置されている。
【００８８】
また、資源スケジュール編集エリア４８ｄ内の下方には、クリックすると資源スケジュー
ル編集エリア４８ｄに入力した情報を確定し資源スケジュールレコードを追加或いは更新
する確定ボタン４８ｈ、クリックすると入力した資源スケジュールレコードの追加や更新
を取り止め資源スケジュール編集エリア４８ｄでの編集を中止する中断ボタン４８ｉ、ク
リックすると資源スケジュール編集エリア４８ｄを初期状態つまり新規ボタン４８ｂａや
編集ボタン４８ｂｂをクリックした直後の状態に戻し資源スケジュール編集エリア４８ｄ
への入力を最初からやり直せる状態にするやり直しボタン４８ｊが配置されている。
【００８９】
資源スケジュール編集エリア４８ｄ内の各入力欄にデータを入力し、確定ボタン４８ｈを
クリックすると、資源スケジュールレコードが新規登録或いは更新される。
【００９０】
図１２は備品管理画面１０１の画面表示の１例を示す。
備品管理画面１０１には備品リスト１０１ａが配置されている。この備品リスト１０１ａ
は備品番号１０１ｂ、説明１０１ｃ、製造者１０１ｄ、備品の使用単位を示す単位１０１
ｅ、備品が再利用可か使い捨てかなどの分類を示す分類１０１ｆ、現在の在庫数を示す在
庫数１０１ｇ、それ以下になれば発注しなければならない数を示す最小在庫数１０１ｈな
どの項目を含む。
【００９１】
また備品管理画面１０１は備品情報を追加するための追加ボタン１０１ｉ、登録された備
品情報の内容を編集するための編集ボタン１０１ｊ、登録された備品情報を削除する削除
ボタン１０１ｋ、選択した備品情報の在庫数１０１ｇに示される数を１使用単位ごとに増
加及び減少させる増加ボタン１０１ｌ及び減少ボタン１０１ｍ、備品管理画面１０１を終
了する終了ボタン１０１ｎなどが配置される。
【００９２】
本明細書では便宜的に、１種類の備品情報を備品情報レコードと呼ぶ。使用者は追加ボタ
ン１０１ｉをクリックして適宜備品情報レコードを追加する。在庫数１０１ｇに示される
数が最小在庫数１０１ｈに示された数より少なくなった場合、その備品情報レコードは赤
などの色で示され、使用者に対して発注を促す。または、発注を促すメッセージを表示す
るようにしてもよい。
【００９３】
図１３は、患者一覧画面５１の画面表示の例である。
この患者一覧画面５１には、患者情報の一覧を表示する患者一覧表示エリア５１ａが配置
されている。
【００９４】
本明細書では便宜的に、患者１人分の患者情報を患者情報レコードと呼ぶ。患者情報レコ
ードは、患者一覧表示エリア５１ａの３行目以降に表示され、また、１つの患者情報レコ
ードは、患者一覧表示エリア５１ａの１行に対応している。
患者一覧表示エリア５１ａに表示される患者情報レコードには、例えば患者ＩＤ５１ａａ
、患者の姓５１ａｂ、患者の名５１ａｃ、患者の性別５１ａｄ、患者の誕生日５１ａｅ等
のデータ項目が含まれている。
【００９５】
患者一覧表示エリア５１ａの１行目には、患者情報レコードの各データ項目に対応したフ
ィルタ・ボタン５１ｂが配置されている。フィルタ・ボタン５１ｂの動作は、スケジュー
ル一覧画面４１（図７参照）のフィルタ・ボタン４１ｄと同様である。
【００９６】
また、患者一覧表示エリア５１ａの２行目には、患者情報レコードの各データ項目に対応
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したソート・ボタン５１ｃが配置されている。ソート・ボタン５１ｃの動作は、スケジュ
ール一覧画面４１（図７参照）のソート・ボタン４１ｅと同様である。
全患者表示ボタン５１ｄをクリックすると、全ての患者の患者情報レコードが患者一覧表
示エリア５１ａに表示される。
【００９７】
患者一覧画面５１内の下方には、患者を新規に登録する際にクリックする追加ボタン５１
ｆ、患者一覧表示エリア５１ａで患者情報レコードを選択してからクリックすると選択し
た患者情報レコードを編集できる編集ボタン５１ｇ、クリックすると患者一覧画面５１を
終了して患者一覧画面５１を呼び出した画面に戻る終了ボタン５１ｉ等が配置されている
。
【００９８】
追加ボタン５１ｆや編集ボタン５１ｇをクリックすると、図１４に示す患者情報編集画面
５２が呼び出される。
【００９９】
なお、患者一覧画面５１がスケジュール一覧画面４１（図７参照）から呼び出された場合
には、図１３に示すような終了ボタン５１ｉが表示されているが、後述する検査情報編集
画面６１（図１５参照）から呼び出された場合には、終了ボタン５１ｉの代わりに、患者
一覧画面５１で患者情報レコードを選択してクリックすると選択した患者情報レコードの
内容を検査情報編集画面６１に渡し患者一覧画面５１を終了する図示しない了解ボタン、
クリックすると検査情報編集画面６１に情報を渡さずに患者一覧画面５１を終了する図示
しない中断ボタンが表示されるようになっている。
【０１００】
図１４に示す患者情報編集画面５２は、新規に登録する患者情報レコードの内容を入力し
たり既存の患者情報レコードの内容を編集するための画面である。
患者情報レコードの内容を編集する領域５２ａには、例えば患者ＩＤ等の識別番号類を編
集する領域５２ｂ、患者の姓、名、誕生日、出生地、性別、年齢、住所、自宅電話番号、
勤務先電話番号、勤務先ＦＡＸ番号等を編集する領域５２ｃ、患者に関する過去の処置履
歴等といった医療情報の概要を編集する領域５２ｄ、主治医に関する情報を編集する領域
５２ｅ、保険に関する情報を編集する領域５２ｆ等が含まれている。
【０１０１】
領域５２ｆには、保険のタイプの番号を表示する領域５２ｆａ、保険のタイプを表示する
領域５２ｆｂ、保険のタイプが公立か民間かを区別するための領域５２ｆｃ、保険の形態
が会員か家族会員かを区別する領域５２ｆｄ等が配置されている。
【０１０２】
患者情報編集画面５２内の下方には、クリックすると領域５２ａ内に記入されている内容
の患者情報レコードを新規登録し領域５２ａ内に記入されている内容を初期化して次の新
規登録を可能な状態にする追加ボタン５２ｇ、クリックすると患者情報編集画面５２が開
かれた時点の状態に戻り編集をやり直すことができるやり直しボタン５２ｈ、クリックす
ると患者情報レコードの内容を印刷する印刷ボタン５２ｉ、クリックすると患者情報レコ
ードを新規追加或いは更新し患者情報編集画面５２を閉じて患者一覧画面５１に戻る完了
ボタン５２ｊ、クリックすると患者情報レコードの新規追加も更新もせずに患者情報編集
画面５２を閉じて患者一覧画面５１に戻る中断ボタン５２ｋが配置されている。また、領
域５２ａ内における上部側の位置にはカードリーダ２５等から患者情報を取り込むボタン
５２ｌが配置されている。
【０１０３】
追加ボタン５２ｇを使用すると、クリックした際に患者情報レコードを登録し患者情報編
集画面５２を閉じずに領域５２ａの内容を初期化するため、複数の患者の患者情報を連続
して新規登録する際の操作性がよい。
【０１０４】
領域５２ａ内の例えば領域５２ｃ内の郵便番号を入力する入力欄５２ｍ及び患者の住所の
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市名を入力する入力欄５２ｎの右隣の箇所には、選択リスト画面呼び出しボタン５２ｐが
配置されている。選択リスト画面呼び出しボタン５２ｐをクリックすると、対応する入力
欄この例の場合は入力欄５２ｍ、５２ｎに入力するデータの選択リストが表示された図示
しない選択リスト画面が開かれ、この選択リスト画面で入力欄５２ｍ、５２ｎに入力した
いデータを選択すると、選択したデータが入力欄５２ｍ、５２ｎに入力されるようになっ
ている。領域５２ａ内の他の箇所に配置されている選択リスト画面呼び出しボタン５２ｐ
や他の画面に配置されている選択リスト画面呼び出しボタンも同様の動作をする。
【０１０５】
また領域５２のボタン５２ｐも同様の動作をする。つまり、ボタン５２ｐをクリックする
と、入力欄５２ｆａに入力する保険会社番号と、入力欄５２ｆｂに入力する、保険会社番
号に対応した保険会社名の選択リストが表示された図示しない選択リストが開かれる。使
用者はこの選択リストから該当する保険会社番号及び保険会社を選択する。さらに使用者
は、選択した保険会社が民間か公立かを領域５２ｆｃに入力し、患者の保険加入の形態が
会員か、家族会員かの情報を領域５２ｆｄに入力する。
【０１０６】
ボタン５２ｌをクリックして、カードリーダ２５に患者の磁気カードを通すと、磁気カー
ドから患者情報が読み込まれ、患者情報編集画面５２の対応する領域に表示される。磁気
カードには、例えば患者名、患者ＩＤ、生年月日などの情報が登録されている。これらの
情報は、領域５２ａ内の対応する各入力欄に自動的に入力される。これらの情報の他にも
使用者は必要に応じて患者情報を入力し、患者情報レコードとして登録することができる
。
【０１０７】
図１５に示す検査情報編集画面６１は、検査情報レコードを新規登録したり更新するため
の画面である。
検査情報編集画面６１には、検査情報レコードに含まれる各データ項目を入力するための
領域６１ａが配置されている。
【０１０８】
領域６１ａ内には、例えば検査室名を入力する入力欄６１ａａ、検査日を入力する欄６１
ａｂ、検査開始時刻を入力する欄６１ａｃ、検査終了時刻を入力する入力欄６１ａｄ、患
者の姓名を入力する入力欄６１ａｅ、検査に関わる医師や看護婦といった担当者の名前を
入力する入力欄を含む領域６１ａｇ、患者から検査承諾書を受け取った日付を入力する入
力欄６１ａｈ、検査に使用する内視鏡の型番等を入力する入力欄を含む領域６１ａｉ、診
断結果等を入力する入力欄６１ａｊ、保険情報を入力する領域６１ａｋ等が配置されてい
る。
【０１０９】
検査情報編集画面６１内の下方には、クリックすると領域６１ａ内の情報を検査情報編集
画面６１が呼び出された時点の状態に戻すやり直しボタン６１ｃ、クリックすると検査情
報レコードを新規登録或いは更新し検査情報編集画面６１を終了する完了ボタン６１ｄ、
クリックすると検査情報レコードを新規登録も更新もしないで検査情報編集画面６１を終
了する中断ボタン６１ｅが配置され、また上部寄りの位置にはカードリーダ２５から患者
情報を読み込むためのカードボタン６１ｆ、バーコードリーダ２６から患者ＩＤを読み込
むためのバーコードボタン６１ｇが配置されている。
【０１１０】
患者情報を入力する１つの方法として、入力欄６１ａｅの横に設けられたボタン６１ｌを
クリックする。このボタン６１ｌをクリックすると患者一覧画面５１が開く。使用者は表
示された患者の中から該当する患者を選択し、図示しない了解ボタンをクリックすると、
選択した患者情報レコードの内容が検査情報編集画面６１内の該当するそれぞれの領域に
表示される。該当する患者が登録されていない場合、患者情報編集画面５２が自動的に開
かれ、前述の患者情報レコード登録と同様の作用により、新しい患者情報レコード登録す
る。使用者は登録した患者情報レコードを選択し、図示しない了解ボタンをクリックする
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。
【０１１１】
患者の磁気カードが利用できる場合は、カードボタン６１ｆをクリックして、カードリー
ダ２５から患者情報を読み込む。読み込んだ患者情報が既に登録されている場合、その患
者の患者情報レコードを検索し、その内容を検査情報編集画面６１の該当する領域にそれ
ぞれ表示する。
【０１１２】
例えば、磁気カードに記録されている内容が患者名と患者ＩＤである場合、磁気カードか
ら読み込まれた患者名は領域６１ａｅへ表示される。次に磁気カードから読み込まれた患
者ＩＤから患者情報レコードを検索し、該当する患者情報レコードの保険情報を読み出し
、領域６１ａｋへ表示する。読み込んだ患者情報が登録されていない場合、患者情報編集
画面５２が自動的に開かれる。このとき、磁気カードから読み取った情報、例えば患者名
、患者ＩＤ、生年月日などの情報が自動的に入力される。使用者は前述の患者情報レコー
ド登録と同様の作用により適宜必要な情報を入力し、新しい患者情報レコードを登録する
。
【０１１３】
患者ＩＤを表示したバーコードを利用できる場合は、バーコードボタン６１ｇをクリック
し、バーコードリーダ２６から患者ＩＤを読み込む。読み込んだ患者ＩＤに該当する患者
情報が既に登録されている場合、患者ＩＤを基に該当する患者情報レコードを検索し、そ
の内容を検査情報編集画面６１の該当する領域にそれぞれ表示する。
【０１１４】
読み込んだ患者ＩＤに該当する患者情報が登録されていない場合、患者情報編集画面５２
が自動的に開かれる。使用者は適宜必要な情報を入力し、新しい患者情報レコードを登録
する。使用者は登録した患者情報レコードを選択し、図示しない了解ボタンをクリックす
る。新しい患者情報の内容は検査情報編集画面６１の該当する領域にそれぞれが表示され
る。
【０１１５】
検査情報レコードに含まれる患者情報は、その検査情報を登録した時点のものが入力され
る。例えば、ある患者が家族会員として保険に登録していて、ある検査を受けると、その
検査情報レコードの患者情報の保険の形態は家族会員として登録される。
【０１１６】
その後、同じ患者が会員として保険に登録され、別の検査を受けると、その検査情報レコ
ードの患者情報の保険の形態は会員として登録される。上記のように登録された患者の保
険の状態は、スケジュール一覧画面４１の検査状態表示欄４１ｃｇ及び４１ｃｈに表示さ
れる。
【０１１７】
患者を特定すると、次は検査のスケジュールを行う。このスケジューリングは、使用者が
指定した日付と検査室の情報、及びすでに登録されている資源スケジュールレコードを参
照して自動的に行われる。
【０１１８】
使用者は患者を特定し、領域６１ａで検査種別及び検査室を特定する。ここで、それぞれ
の検査室は特定の検査種別に対応させることができる。例えば、検査種別として上部消化
管検査、下部消化管検査を登録し、検査室（１）～（３）を上部消化管検査、検査室（４
）～（６）を下部消化管検査に割り当てるとする。検査室を特定する操作で、検査種別と
して上部消化管検査を選択した場合は、検査室（１）～（３）が、検査種別として下部消
化管検査を選択した場合は、検査室（４）～（６）が選択肢として選ばれる。
【０１１９】
それぞれの検査室には、検査種別を考慮してそれぞれ標準の検査時間を割り当てることが
できる。例えば、上記の例に当てはめると、検査室（１）～（３）には１５分、検査室（
４）～（６）には３０分の検査時間を割り当てることができる。この検査時間は、検査自
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体の時間に、次の検査を行うための準備の時間も含めることが望ましい。
【０１２０】
検査室、及び検査日が指定されると、画像ファイリング装置２は資源スケジュールを参照
し、指定された検査室の利用可能時間のうち、他の検査が予約されていない時間帯にその
検査を割り当てる。例えば検査室（１）の利用可能時間帯が９：００から１１：３０で、
９：００から９：１５、９：１５から９：３０にそれぞれ検査が予約されていて、次の検
査情報の検査室に検査室（１）を特定すると、その検査の検査時間は９：３０から９：４
５に自動的に設定される。
【０１２１】
本実施の形態ではこのように画像ファイリング装置２は、使用者が指定した日付と検査室
の情報及び既に登録されている資源スケジュールを参照し、それらの条件に整合するよう
に指定された検査室の利用可能時間のうち、他の検査が予約されていない時間帯にその検
査を割り当てるようにして検査のスケジュールを自動的に作成することが特徴となってい
る。
【０１２２】
従って、新たに検査スケジュールを決定する前の条件が複雑な場合でも、同じ検査室で重
複した時間帯でスケジュールを作成してしまうような事態を有効に防止でき、与えられた
資源を有効に利用できる。
なお、この様にして設定された検査時間は、利用可能時間内で手動で変更することも可能
である。
【０１２３】
また、検査承諾書の受取日が入力欄６１ａｈに入力されると、以降スケジュール一覧画面
４１の検査一覧表示エリア４１ｂに表示される該当する検査レコードの検査状態表示４１
ｃｂには「×」印が記されるようになっている。
次にボタン４１ｇｆをクリックして備品消費管理画面１０２を開き、検査で使用する予定
の備品を入力する。
【０１２４】
図１６は、備品消費管理画面１０２の画面表示の例である。
備品消費管理画面１０２には全備品リスト１０２ａ及び使用備品リスト１０２ｂが配置さ
れる。全備品リスト１０２ａは備品番号１０２ａａ、説明１０２ａｂ、製造者１０２ａｃ
、備品の使用単位を示す単位１０２ａｄ、備品が再利用か使い捨てかなどの分類を示す分
類１０２ａｅなどの項目が含まれ、ここには備品管理画面１０１の備品リスト１０１ａで
登録された備品情報レコードの内容が表示される。
【０１２５】
使用備品リスト１０２ｂは検査で使用する備品の数を表示する数量１０２ｂａ、備品の使
用単位を示す単位１０２ｂｂ、備品番号１０２ｂｃ、説明１０２ｂｄ、分類１０２ｂｅな
どが含まれる。使用備品リスト１０２ｂの横には使用備品リスト１０２ｂに表示された備
品情報レコードの数量を使用単位ごとに増減させる増減ボタン１０２ｂｆが配置される。
【０１２６】
さらに備品消費管理画面１０２には該当する検査の検査日を表示する領域１０２ｃ、検査
種別を表示する領域１０２ｄ、患者名を表示する領域１０２ｅが配置される。これらの領
域には、検査情報編集画面６１で入力した内容が表示される。
【０１２７】
さらに、備品消費管理画面１０２には全備品リスト１０２ａで選択した備品を検査に割り
当てる割り当てボタン１０２ｆ、検査に割り当てられた備品を割り当てから外す削除ボタ
ン１０２ｇ、使用備品リスト１０２ｂで編集された内容を保存して備品消費管理画面１０
２を閉じるボタン１０２ｈ、使用備品リスト１０２ｂで編集された内容を破棄して備品消
費管理画面１０２を閉じるボタン１０２ｉが配置されている。
【０１２８】
使用者は全備品リスト１０２ａから検査で使用する備品を選択し、割り当てボタン１０２
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ｆをクリックして使用備品リスト１０２ｂに追加する。次に使用備品リスト１０２ｂに表
示された備品の使用数を、増減ボタン１０２ｂｆをクリックすることにより設定する。最
後にボタンを１０２ｈをクリックして使用備品リスト１０２ｂに表示された内容を保存す
る。この情報は検査情報の一部として登録される。
【０１２９】
図１７に示す検査実行画面７１は、内視鏡装置１を使用した検査を実行する際に、画像フ
ァイリング装置２側で操作する画面である。
検査実行画面７１内には、内視鏡装置１で撮像している画像つまり内視鏡装置１のモニタ
１５に表示されている画像と同じ画像を表示する内視鏡画像表示エリア７１ａが配置され
ている。
【０１３０】
使用者は検査実行画面７１上の検査開始ボタン７１ｂをクリックし、検査を開始すると、
画像ファイリング装置２は画像を取り込む状態になり、内視鏡画像表示エリア７１ａに内
視鏡画像が表示される。この時の時間は検査開始時刻として記録され、また検査終了ボタ
ン７１ｃ及び画像記録ボタン７１ｄをクリックできる状態になる。使用者は画像記録ボタ
ン７１ｄをクリックする、または内視鏡スイッチ１２ｃを押すと、その時点の画像が画像
ファイリング装置２により記録される。この画像はサムネイル画像表示エリア７１ｈに順
次表示される。
【０１３１】
使用者は内視鏡検査を終了する時、検査終了ボタン７１ｃをクリックし、画像ファイリン
グ装置２は画像の取り込みを終了する。この時の時間は検査終了時間として画像ファイリ
ング装置２により記録される。
上記のように検査が実行されると、以降スケジュール一覧画面４１の操作一覧表示エリア
４１ｂに表示される該当する検査レコードの検査状態表示４１ｃｃには「×」印が記され
るようになっている。
【０１３２】
また、備品消費管理画面１０２で検査に使用すると割り当てられた備品は検査で使用され
たと判断され、備品管理画面１０１で管理される備品の数量は、検査で使用された備品の
数だけ自動的に減算される。
【０１３３】
尚、スケジュール一覧画面４１で検査状態表示４１ｃｃに「×」印が記された、つまり検
査の終了した検査を選択して検査情報編集画面６１を開くと、その検査の検査情報を確認
することができる。ここで一般ユーザは、検査情報の参照のみ可能で、変更はできない。
【０１３４】
前述のログイン画面３１で管理者として認証されたユーザは、患者情報を含めて検査情報
を変更することができる。ただしこの場合もすでに実行されている検査情報を変更するた
めの確認作業が必要である。
【０１３５】
図１８に示す検査後処理画面８１は、検査実行で得た内視鏡画像の内から検査レポートで
参照する内視鏡画像を選択する等の検査後の処理を行うための画面である。
検査後処理画面８１のサムネイル画像表示エリア８１ａには、検査実行で得たすべての内
視鏡画像のサムネイル画像が表示される。
【０１３６】
サムネイル画像表示エリア８１ａに表示されているサムネイル画像の内１つのサムネイル
画像上をマウス２４でドラッグし、レポート画像選択エリア８１ｂ上でドロップすると、
サムネイル画像に対応する内視鏡画像がレポート画像選択エリア８１ｂに表示される。こ
のレポート画像選択エリア８１ｂは、検査レポートで参照する内視鏡画像を選択するため
の領域である。
【０１３７】
また、レポート画像選択エリア８１ｂ内の各々の画像の下部には、注釈文を入力できる入
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力欄８１ｃが配置されている。
また、サムネイル画像表示エリア８１ａからドラッグしてレポート画像選択エリア８１ｂ
にドロップした内視鏡画像は、レポート画像選択エリア８１ｂの左上側から順次詰めて表
示されるようになっている。
検査後処理画面８１内の右方には、検査情報の一部が表示され、検査情報を編集すること
ができるようになっている。
【０１３８】
使用者は検査で撮像した画像からレポートに使用する画像を選択し、選択した画像に適宜
注釈を入力する。必要な情報を入力すると、使用者は検査後処理画面８１の下方に配置さ
れた終了ボタン８１ｇをクリックし、検査後処理を終了する。
【０１３９】
次に使用者はレポート作成画面９１を開き、検査レポートを作成する。レポート作成画面
９１には、検査後処理画面８１で選択された複数の画像のサムネイル画像を表示する画像
表示エリア９１ａが配置されており、操作者はこれらの内視鏡画像を参照しながら、体系
的所見入力エリア９１ｂに所見を入力するようになっている。
【０１４０】
レポート作成画面９１の下方には、クリックするとレポート作成画面９３へ画面が切り替
わるボタン９１ｑ、クリックするとレポート作成画面を終了してスケジュール一覧４１へ
戻る終了ボタン９１ｓなどが配置されている。操作者は画像表示エリア９１ａに表示され
た画像を参照しながら適宜体系的所見エリア９１ｂに所見を入力し、入力が終わるとボタ
ン９１ｑをクリックしてレポート作成画面９３を開く。
【０１４１】
レポート編集エリア９３ａ内では、公知のワードプロセッサと同様に、文章の追加、削除
、編集、移動、複写等の操作を行えるようになっている。また、レポート作成画面９３に
は、公知のワードプロセッサと同様に使用する文字のフォントの種類の大きさを設定する
ためのフォント選択欄９３ｂ、文書を編集するための例えば公知の文字飾り機能や公知の
綴りチェック機能等といった各種機能を呼び出す複数の機能ボタン９３ｃ等が配置されて
いる。また、検査レポートに張り付けられている画像の配置箇所を移動したり、拡大・縮
小することもできる。
【０１４２】
また、レポート作成画面９３内の下方に設けたボタン９３ｄをクリックすると、画像ファ
イリング装置２が有する情報の名称の一覧を表示する一覧画面が表示され、この一覧画面
で情報の名称を選択すると、選択された情報の名称に対応する情報がレポート編集エリア
９３ａ内のカーソル位置に挿入されるようになっている。
【０１４３】
また、レポート作成画面９３内の下方には、検査レポートを印刷する際にクリックする印
刷ボタン９３ｅ、検査レポートの文書ファイルを例えばリッチテキスト形式等でハードデ
ィスク２１ｅといった記憶装置や図示しない外部記憶装置へ保存する際にクリックする保
存ボタン９３ｆ、クリックするとレポート作成画面９１へ画面が切り替わるボタン９３ｇ
、クリックすると所見を音声で記録するための画面を呼び出すボタン９３ｉ、クリックす
るとレポート作成画面を終了してスケジュール一覧４１（図７参照）へ戻る終了ボタン９
３ｊ等が配置されている。
【０１４４】
このような構成及び作用を有する第１の実施の形態においては、内視鏡検査を行う内視鏡
装置１と、この内視鏡装置２による内視鏡検査で得た内視鏡画像やその内視鏡検査に関係
する患者情報、検査者（術者）、（内視鏡）検査室、検査時間等の情報を記録する画像フ
ァイリング装置２を備えて内視鏡画像ファイリングシステム３が構成され、この内視鏡画
像ファイリングシステム３では、
画像ファイリング装置２にはユーザがデータを入力するための操作をするキーボード２３
等のデータ入力手段と、
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内視鏡装置１から内視鏡画像を入力するためのビデオ回路２１ｊ及びこの内視鏡画像に関
連するデータを入力するための通信インタフェース２１ｉ等のインタフェース手段と、
前記データ入力手段及びインタフェース手段で得られた情報を記録あるいは表示する処理
を行うビデオ回路２１ｊ等の処理手段と、
前記内視鏡装置１で行う内視鏡検査のスケージュールを管理するＣＰＵ２１ａ等による管
理手段と、
前記処理手段の処理情報及び前記管理手段の管理情報を表示するモニタ２２等の表示手段
と、を有し、
前記管理手段は、前記データ入力手段を介して予め設定される検査室の利用可能な時間帯
、検査者の作業可能な時間帯等の条件と、前記内視鏡検査の予約あるいは受付時に前記デ
ータ入力手段を介して入力される内視鏡検査を行う日時、検査室等の情報と、に基づき（
より広義には少なくともいずれかにより）前記内視鏡検査のスケジュールを自動的に作成
するようにしていることを特徴としている。
【０１４５】
従って、本実施の形態によれば、ユーザ側で上述した条件と情報を参照して、それらの条
件と情報に整合するようにマニュアルでスケジュールをたてる手間を削減できると共に、
検査室等の資源を有効に利用できる。
また、複雑な条件の下でも与えられた資源を有効に使うことができ、かつスケジュールが
重複するような事態を避けることができる。
更に内視鏡検査を受ける患者の情報の入力手段をカードリーダ２５等を採用することによ
り簡素化することにより入力ミスを軽減することができる。
【０１４６】
さらに内視鏡検査で使われる備品の管理も自動的に行い、適切な時期に備品を発注し、内
視鏡検査に備えることが可能となる。つまり、本実施の形態では、内視鏡検査に必要な消
耗品等の資源と、検査室の資源とを統合して管理するようにしているので、内視鏡検査に
必要な資源が不足して内視鏡検査に支障が生じるような事態が発生することを確実に防止
でき、円滑な内視鏡検査を行う環境を提供できる。
【０１４７】
（第２の実施の形態）
次に本発明の第２の実施の形態について説明する。本実施の形態は第１の実施の形態と同
様の構成からなり、内視鏡検査のスケジュールの方法が異なる。
操作者は図１５に示す検査情報編集画面６１で第１の実施の形態と同様の作用により患者
情報を入力する。
【０１４８】
次に操作者は領域６１ａｇで検査者を特定する。ここで各検査者は検査種別とリンクさせ
ておくことができる。つまり、検査者を先に特定すると、検査種別は自動的に特定される
。また、先に検査種別を特定すると、検査者を特定する時にその検査種別にリンクされた
検査者が選択肢に選ばれる。さらに検査者を検察室とリンクさせ、検査者を特定すると検
査室が自動的に特定されるようにしてもよい。
【０１４９】
次に領域６１ａで検査日を入力すると、内視鏡画像ファイリング装置２は指定された検査
日で、特定された検査者が作業可能な時間帯で、かつ特定された検査室が利用可能な時間
帯で、かつ特定された検査種別に必要な検査時間を満たす時刻を特定し、特定された検査
開始時刻及び検査終了時刻を領域６１ａｃ及び領域６１ａｄに表示する。
【０１５０】
本実施の形態によれば、ユーザ側で必要となるデータ入力操作の手間をより軽減できる。
その他は第１の実施の形態と同様の効果を有する。
【０１５１】
なお、本発明は、上記実施の形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しな
い範囲で種々変形実施可能である。
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例えば、マウス２４はマウスに限らず、トラックボールや他のポインティングデバイスで
構成してもよい。
【０１５２】
また、例えば、内視鏡１２は挿入部の先端部分に撮像手段１２ａを配設した電子内視鏡に
限らず、挿入部の先端部分から図示しないイメージガイドファイバ等で被検部位１１の像
を光学的に内視鏡の手元側に配設した図示しない撮像手段まで伝送する構成の内視鏡であ
ってもよい。
【０１５３】
［付記］
１．内視鏡装置と画像ファイリング装置を備えた内視鏡画像ファイリングシステムにおい
て、
前記画像ファイリング装置はユーザがデータを入力するためのデータ入力手段と、
前記内視鏡装置と内視鏡画像などのデータを入出力するためのインターフェース手段と、
内視鏡画像や内視鏡検査に関る情報及び患者に関る情報等を記録するための記録手段と、
内視鏡画像や内視鏡検査に関る情報及び患者に関る情報等を表示するためのデータ表示手
段と、
前記内視鏡装置で行われる内視鏡検査のスケジュールを管理する管理手段とを含み、
前記管理手段は、ユーザーが予め設定した条件、及びユーザーが任意の内視鏡検査のため
に入力する条件により自動的に内視鏡検査のスケジュールを行うこと、
を特徴とした内視鏡画像ファイリングシステム。
【０１５４】
２．前記ユーザが予め設定した条件は、１つ以上の内視鏡検査室について利用可能な時間
帯の情報と、１つ以上の内視鏡検査種別について検査に必要な時間の情報を含み、
前記ユーザが任意の内視鏡検査のために入力する条件は、内視鏡検査を行う日にち及び時
間の情報と、内視鏡検査種別の情報と、利用する内視鏡検査室の情報を含むこと、
を特徴とする付記１に記載の内視鏡画像ファイリングシステム。
【０１５５】
３．前記ユーザが予め設定した条件は、１つ以上の内視鏡検査室について利用可能な時間
帯の情報と、１つ以上の内視鏡検査種別について検査に必要な時間の情報を含み、それぞ
れの内視鏡検査室には１つの内視鏡検査種別が割り当てられ、
前記ユーザが任意の内視鏡検査のために入力する条件は、内視鏡検査を行う日にち及び時
間の情報と、利用する内視鏡検査室の情報を含むこと、
を特徴とする付記１に記載の内視鏡画像ファイリングシステム。
【０１５６】
４．前記ユーザが予め設定した条件はひとり以上の検査者について作業可能な時間帯の情
報をさらに含み、
前記ユーザが任意の内視鏡検査のために入力する条件は該内視鏡検査を行う検査者の情報
をさらに含むこと、
を特徴とする付記２または付記３に内視鏡画像ファイリングシステム。
【０１５７】
５．内視鏡検査を行う内視鏡装置と情報を送受可能な通信手段を介して接続され、内視鏡
検査の際の内視鏡画像を記録すると共に、内視鏡画像に関連する情報を記録する記録手段
と、
内視鏡検査のスケジュールを管理する管理手段と、
を有し、
前記管理手段は内視鏡検査で使用される消耗品の在庫も管理し、各内視鏡検査により消耗
された消耗品だけ在庫を自動的に減算することを特徴とする画像ファイリング装置。
付記５は検査に使用される消耗品の管理が容易となり、ユーザの消耗品を管理する負担を
軽減できる（ユーザの消耗品を管理する負担を軽減できる画像ファイリング装置等の内視
鏡検査消耗品の管理装置を提供することを目的とする）。
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【０１５８】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、データを入力するために操作するデータ入力手段と
、
内視鏡装置から内視鏡画像及びこの内視鏡画像に関連するデータを入力するためのインタ
フェース手段と、
前記データ入力手段及びインタフェース手段で得られた情報を処理する処理手段と、
前記内視鏡装置で行う内視鏡検査のスケージュールを管理する管理手段と、
前記処理手段の処理情報及び前記管理手段の管理情報を表示する表示手段と、を有し、
前記管理手段は、前記データ入力手段を介して予め設定される条件及び前記内視鏡検査の
受付時に前記データ入力手段を介して入力される情報との少なくともいずれかにより前記
内視鏡検査のスケジュールを自動的に作成することにより、使用者の手間を軽減して内視
鏡検査室などの資源を有効に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡画像ファイリングシステムの全体構成を示す
図。
【図２】内視鏡装置の構成を説明するブロック図。
【図３】画像ファイリング装置のハードウェア構成を説明するブロック図。
【図４】画像ファイリング装置の画面構成の概要を説明する説明図。
【図５】画像ファイリング装置の操作の流れの全体像を説明するフローチャート図。
【図６】ログイン画面の画面表示の例を示す図。
【図７】スケジュール一覧画面の画面表示の例を示す図。
【図８】検査室稼動状況表示画面の画面表示の例を示す図。
【図９】カレンダ画面の画面表示の例を示す図。
【図１０】資源スケジュール編集画面の画面表示の例を示す図。
【図１１】資源スケジュール編集画面の画面表示の例を示す図。
【図１２】備品管理画面の画面表示の例を示す図。
【図１３】患者一覧画面の画面表示の例を示す図。
【図１４】患者情報編集画面の画面表示の例を示す図。
【図１５】検査情報編集画面の画面表示の例を示す図。
【図１６】備品消費管理画面の画面表示の例を示す図。
【図１７】検査実行画面の画面表示の例を示す図。
【図１８】画像選択画面の画面表示の例を示す図。
【図１９】レポート作成画面の画面表示の例を示す図。
【図２０】レポート作成画面の画面表示の例を示す図。
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…画像ファイリング装置
３…内視鏡画像ファイリングシステム
１２…内視鏡
１２ｃ…内視鏡スイッチ
１３…光源装置
１４…画像生成部
１４ａ…画像処理部
１４ｂ…画像メモリ
１４ｃ…Ｄ／Ａ変換部
１４ｄ…コントローラ
１４ｅ…キャラクタジェネレータ
１４ｆ…合成回路
１４ｈ…通信インタフェース部
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１５…モニタ
２１…パーソナルコンピュータ
２１ａ…ＣＰＵ
２１ｄ…ＶＲＡＭ
２１ｅ…ハードディスク
２１ｉ…通信インタフェース部
２１ｊ…ビデオ回路
２１ｋ…Ａ／Ｄ変換部
２１ｌ…画像メモリ
２２…モニタ
２３…キーボード
２４…マウス
２５…カードリーダ
２６…バーコード
３１…ログイン画面
４１…スケジュール一覧画面
５１…患者一覧画面
５２…患者情報編集画面
６１…検査情報編集画面
７１…検査実行画面
８１…画像選択画面
９１，９２、９３…レポート作成画面
１０１…備品管理画面
１０２…備品消費管理画面

【図１】 【図２】
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